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＜連絡事項＞

・6/7.8（火・水）ケアワーカー坂本美寿々さんローテーション。

＜事例検討＞

倉石　ヨシエ様　79歳　統合失調症　デイナイトケア利用9年7ヶ月　出席率100％

検討事項
①治療計画の見直し

②長期、中期、短期目標の確認

現状
· 運動プログラムでは椅子に座り上半身と足踏みのみ行なう。

· エアロビ参加を拒否するが、他の運動は行なう。

· 時々、「神様がイタズラした。」と話すが行動に影響は無い。

· 現在は入れ歯をしている。歯根を抜いて欲しいのに抜いてもらえないと話す。

· 体重は61㎏　現状維持する。

· 目標を立てた直後はエアロビに1回だけ参加している。

· 青風荘でレクのあった日はＤＮＣでのプログラムを拒否している。⇒高齢で体力が落ちているので激しい運動は望めない。

· 嚥下体操に参加し、小さいながらも声を出している。

· 入浴の時間は守っているが見守りが必要である。

· 移動時、後ろに倒れそうになる事もあり見守りを要が、本人自覚は無い。

検討結果
長期目標⇒デイナイトケアに長く通う。

中期目標⇒運動して筋力を維持する。

短期目標⇒階段運動、ストレッチを行なう。

治療計画⇒できるだけ階段を使用し下半身の筋力を維持する。

＜Ｍ―ＳＨＥＬ報告＞

高島　吉太郎様　5/31（火）14：07　転倒の疑い

プログラム参加を服部が声がけする

↓

本人、トイレに行く

↓

一緒に入っていた岩城様から「高島が転んだ。」と報告ある。

↓

本人トイレに立っており転倒したかは不明である。

↓

本人は後頭部を打ったと表現する。念のためＣＴ検査するが異常なし。

· 青風荘ではトイレ時、後ろに倒れそうになる事はあるが転ぶ事は無い。

· 担当医師より平衡歩行評価を実施するよう指示あり。結果（11点）

· 座位バランス、起立バランス、立位へ閉眼、360°回転、よろめき、

ステップの長さ、高さが不安定であり全てに見守り必要である。

ソフト面

状況：高島様の見守りを行なっていなかった。

普段は入浴時のみスタッフ付き添いをするが、トイレでの見守りは行なっていない。

当日スタッフ配置2名（1人は休憩前にホールで利用者対応、もう1人はプログラム誘導にて利用者対応）

本来：見守るポイントを把握し見守りを行う必要があった。

対策：転倒・見守りの必要な人を割り出す。

ハード面
状況：トイレ利用中は中の状況が見えない。

　　　小便器付近に手すりが無い。

↓

洋式トイレを使用

環境：転倒の可能性は認識していたが何とかバランスを保っていたので大丈夫という意識があった。トイレまでの見守りは不要と認識していた。デイナイトケアスタッフが当日４名いたが、休憩・面談にて２名不在。プログラム実施する上でスタッフ数に不足を感じず、スタッフ数追加要請をデイケアへ行う事は無かった。

＜利用者様情報＞

大久保　恒夫様～６／１4（火）八戸赤十字病院にて大腸検査実施予定

６／２1（火）検査結果を聞きに行く為、デイケアを欠席するとの事。

＜外来情報＞

青木　紀子様～眠気あり。眠気に対しリボトール1から0.5に減薬となる。

中村　鶴子様～五戸から松園町のバス停まで八戸赤十字病院近くのモンゼン屋が送迎サービスをやっている。　一度だけ送迎バスに乗せてもらったが、これは良くない事なのでこれからは乗らないと報告している。






















